
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

み  き           も  り 
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森
林
経
営
管
理
法
の
成
立
に
つ
い
て 

６
月
１
日 

公
布 

 

 

新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
て
、
森
林
所
有
者
と
林
業
経
営
者
と
の
間
の
連
携
を
構
築
す
る
た
め
の
方
策
を
定
め
る
と
共
に
、

所
有
者
不
明
森
林
等
へ
の
対
策
も
併
せ
て
講
ず
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
森
林
経
営
管
理
法
が
参
議
院
５
月
に
可
決
さ
れ
た
こ
と
で
よ
う
や
く
成
立

し
、
６
月
１
日
に
交
付
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

先
人
の
努
力
に
よ
っ
て
造
成
さ
れ
た
人
工
林
の
約
半
数
が
主

伐
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
中
、
森
林
資
源
を 

伐
っ
て
、
使
っ

て
、
植
え
る 

と
い
う
形
で
循
環
利
用
し
て
い
く
事
が
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
多
く
の
森
林
所
有
者
は
小
規
模
零
細
で
分
散
し
た

森
林
を
抱
え
、
林
業
経
営
へ
の
意
欲
も
低
下
し
て
き
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者
の
多
く
は
事
業
規

模
の
拡
大
の
意
向
は
あ
る
も
の
の
、
事
業
地
確
保
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
本
法
案
で
は
、
森
林
所
有
者
と
林
業
経
営

者
と
の
間
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
し
、
林
業
の
成
長
産
業
化
と
森

林
資
源
の
適
切
な
管
理
の
両
立
を
図
る
た
め
、
①
森
林
所
有
者

に
適
切
な
経
営
管
理
を
促
す
た
め
、
そ
の
責
務
を
明
確
化
す

る
。
②
森
林
所
有
者
自
ら
経
営
管
理
を
行
う
こ
と
が
出
来
な
い

場
合
に
、
市
町
村
が
経
営
管
理
を
行
う
た
め
に
必
要
な
権
利
を

森
林
所
有
者
か
ら
取
得
し
た
う
え
で
、
林
業
経
営
に
適
し
た
森

林
は
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
事
業
体
に
委
ね
る
。
③
林
業

経
営
に
適
さ
な
い
森
林
や
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者
に

委
ね
る
ま
で
の
森
林
に
お
い
て
は
、
市
町
村
が
自
ら
経
営
管
理
を

行
う
。
④
所
有
者
不
明
森
林
等
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
に
よ
る
探

索
や
公
告
、
都
道
府
県
知
事
に
よ
る
裁
定
な
ど
一
定
の
手
続
き

を
経
る
こ
と
に
よ
り
、
森
林
所
有
者
か
ら
市
町
村
に
経
営
管
理

を
行
う
権
利
を
設
定
で
き
る
特
例
を
措
置
す
る
。
と
い
う
新
た

な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

森林経営管理法のイメージ 
 

 

 意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
者 

経営管理権 

森林所有者の委託を受けて伐採等を実施

するために市町村に設定される権利 

森

林

所

有

者

経営管理実施権 

市町村の委託を受けて伐採等を実施するために林

業経営者に設定される、経営管理権に基づく権利 

市 

町 

村 
〇意欲と能力のある林業経

営者に林業経営を再委託 

自然的条件に照らして林業

経営に適さない森林 

林業経営者に再委託する

までの間の森林 

市町村による間伐等の実施 

(市町村森林経営管理事業) 

林業経営に適した森林

都道府県による市町村の事

務の代替執行も措置 

経営管理実施権 

配分計画 
経営管理権 

集積計画 

所有者不明森林等に

おける経営管理権の

設定にあたっての特例

を措置 
都道府県が募集・公表する

林業経営者について市町村

が推薦する者を反映 

経営管理実施権

の設定を希望す

る林業経営者を

募集・公表 

経営管理権の設定 

経営管理実施権の設定

募集
都
道
府
県

公表 

経営管理受益権 

 

 

経営管理受益権

 

これまでの審議通過は以下のとおり 
 

３月  ６日 閣議決定 

３月２９日 衆議院本会議で趣旨説明と質疑 

４月  ５日 衆議院農林水産委員会で趣旨説明 

４月１１日 同 質疑 

４月１２日 同 参考人質疑 

４月１７日 同 賛成多数で可決、付帯決議が付される 

４月１９日 衆議院本会議で賛成多数で可決、参議院送付

５月１６日 参議院本会議で趣旨説明と質疑 

５月１７日 参議院農林水産委員会で趣旨説明 

５月２２日 同 質疑及び参考人質疑 

５月２４日 同 賛成多数で可決、付帯決議が付される 

５月２５日 衆議院本会議で賛成多数で可決、成立 

６月  １日 公布 
 

施行は平成３１年４月１日 

 

一般社団法人 日本林業協会 

日本林業 2018 年号外より引用 

 

今
年
度
の
森
林
整
備
事
業 

４
月
か
ら
調
査
及
び
準
備
作
業
を
進
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
現
在
２
つ
の

団
地
に
て
、
作
業
道
開
設
及
び
間
伐
作
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

組
合
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
も
あ
り
、
４
月
か
ら
６
月
の
木
材
生
産
量

は
約
１
，
６
５
０
㎥
に
及
び
、
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
出
来
て
い
ま

す
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
後
は
暑
さ
に
負
け
ず
、
予
定
し
て
い
る
団
地
の
調
査
を
急
ピ
ッ
チ
で
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
調
査
が
進
み
次
第
、
皆
様
に
施
業
提
案
を
お

こ
な
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
該
当
す
る
所
有
者
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

          

搬
出
間
伐
事
業
の
計
画
は
次
の
通
り
で
す
。 

①
合
板
・製
材
生
産
強
化
対
策
事
業 

間
伐
４
５
㌶
、
作
業
道
開
設
６
，
５
０
０
㍍
を
予
定
。 

②
森
林
環
境
保
全
直
接
支
援
事
業 

間
伐
２
５
㌶
、
作
業
道
開
設
４
，
５
０
０
㍍
を
予
定
。 

保
育
間
伐
事
業
の
計
画
は
次
の
通
り
で
す
。 

①
治
山
事
業 

２
５
㌶ 

②
森
の
力
再
生
事
業 

５
０
㌶ 

各
種
補
助
事
業
を
有
効
に
活
用
し
健
全
な
森
林
づ
く
り 

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

今
年
度
も
、
職
員
、
協
力
会
社
と
も
ど
も
一
丸
と
な
っ
て
目
標
を
達
成

す
る
と
共
に
、
丁
寧
な
仕
事
を
心
掛
け
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

今
年
度
の
利
用
間
伐
面
積
８
０
㌶
・
作
業
道
開
設
１
２
，
０
０
０
㍍
・
搬
出

材
積
５
，
０
０
０
㎥
を
予
定
、
保
育
間
伐
を
７
５
㌶
実
施
す
る
予
定
。 

今
年
度
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
亀

久
保
の
中
間
土
場
を
活
用
す
る
と
共

に
、
一
ノ
瀬
の
中
間
土
場
も
活
用
し
て

事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 

近
隣
に
お
住
い
の
皆
様
方
に
は
ト
ラ

ッ
ク
等
で
の
運
搬
作
業
に
つ
き
ま
し
て

ご
迷
惑
お
掛
け
致
し
ま
す
が
、
何
か
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
組
合
ま
で
御
一
報
下

さ
い
。  
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亀久保中間土場   

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 発行／森町森林組合 
〒437-0208 静岡県周智郡森町三倉 826-2 

TEL : 0538-86-0211  FAX : 0538-86-0212 
E-Mail : jigyou@forest-morimachi.or.jp 
URL：http://www.forest-morimachi.or.jp 

す ぎ 
長さ 
(m) 

末口径 
(cm) 中 値 1 本当たり

単価(円) 摘   要 

3m 
14 9,000 531 柱目 3.5 寸取 

16～18 12,000 1,044 柱目 4 寸取 
20～ 12,000 1,584 中目 

4m 

14 9,000 702 桁目 3.5 寸取 
16～18 10,500 1,218 桁目 4 寸取 
20～22 13,500 2,376 中目 
24～28 16,000 4,320 中目 
30～34 17,000 6,970 二番玉節小 

6m 16～18 13,000 - 通し柱４寸 
20～22 13,000 - 通し柱太角 

ひのき 
長さ 
(m) 

末口径 
(cm) 中 値 1 本当たり

単価(円) 摘   要 

3m 
14 13,000 767 柱目 3.5 寸取 

16～18 18,000 1,566 柱目 4 寸取 
20～ 16,000 2,112 太角目 

4m 

14 14,000 1,092 土台目 3.5 寸取 
16～18 17,000 1,972 土台 4 寸取 
20～22 17,000 2,992 中目縁甲取 
24～28 17,000 4,590 中目 
30～34 19,500 7,995 二番玉節小 

6m 16～18 26,000 - 通し柱４寸 
20～22 20,000 - 通し柱太角 

三木の森林だより 
～山のことなら何でも森町森林組合に～

 

静岡県森林組合連合会との協同施業にトライ！ 
 

 

森組からお知らせ 
 

●組合員名簿等名義変更について 

所有森林で相続・取得・売却等が生じ

た際には、組合員名簿及び出資証券の

名義変更等が必要となりますので、御

連絡下さい。 
●職員によるブログについて 

静岡県西部(遠州)地域の情報ポータ

ルサイト『はまぞう』に組合職員スタッ

フブログを公開しています。 

平成３０年度森の力再生事業を実施します 
 

 

 

限られた人員のなかで木材生産量を上げていくためには、

生産性の向上や現場技術者の育成が急務となります。５月中

旬から約３ヵ月間にわたり、県森連の林産課と森町森林組合

の技術職員で協同施業を実施しています。 

協同施業を行うことで県森連の持つ高度な技術や作業工

程、安全作業を身近で感じながら実践することができ、お互い

に刺激を受け合い、より良い関係とワンランク…いやツーラン

ク以上のレベルアップができればと考えています。第１弾とし

て当組合入社５年目「若手のホープ」山出哲聖くんが武者修

行に出ています！！新しい試みのなかで頑張れ 山出君！ 

 

森林施業ﾌﾟﾗﾝﾅｰ紹介 
 

森町森林組合では 4 人目となる森林施

業プランナーが誕生しました。 

 

技術力ＵＰ 

イイネ～ 

今年度は森町問詰の屋奈沢、神谷地域を整備

実施予定しております。 

現在の屋奈沢地域の山林をみると人の手が全く

といっていいほど、入っておらず荒廃が顕著に進

んでいます。森林組合では森林整備を緊急に実

施する必要があると判断し、森の力再生事業を利

用して荒廃をくいとめ、更には健全な森林へと誘導

していきます。 

また、山林所有者の方々には県外の方も多数お

られます。森林組合ではそういった方々にも積極

的にお声掛けさせていただきながら整備を進めて

いきます。 

そこには地域に根付いている私達、森林組合だ

からこそ出来る事があります。 
 

 
 

 

整備実施予定の森林 

↑ 太田川ダム 

↖ 元開橋 

実施予定箇所 

 

来春には完了報告を致

しますので、整備後の明る

くなった元気な森林をご期

待ください。 

人生初の体験！ 

今回、森林整備センターとの契約地で

人生初となる選木作業を行いました。 

先輩方の指導を受けながら選木を行

いましたが、木の状況を判断することは

自分の想像以上に難しく、そして奥が深

いものだと感じました。 

今後は自分の手によって選木された山

が間伐によってどのように変化していくか

とても楽しみです。   西尾 昂 

 
 

松永森林施業係長 

後世に繋がる

森 林 づ く り を

目指し、活動

していきたい

と思います。 


